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★町の人口★人口10,193 ( l D 男4,818( 1）女5,375( 一 2）世帯合計3,408( 1) 62年6月末日現在 は前月との比較です 

争
の
 

体
験
な
ん
て
 

い
ら
な
い
 

で
も
戦
争
と
は
何
か
 

知
っ
て
い
て
欲
し
い
 

' ’一 ・ ’一LLL 'L ’一’',_ p- L 'LL 'Le一’L 'A e 

ミ地球が平和で 

あるようにミ 

サイレンを合図に黙とうをお願いします。 

戦争を二度と繰り返さないために、表のと 

おりにサイレンを鳴らします。 サイレンに合 

わせて1分間の黙とうに御協力下さい。 

日 時 刻 場 所 

8 月6 日 
（木） 

午前 
8時15分 

赤池町役場 

8 月9 日 

（日） 

午前 
11時2 分 

第1分団消 

防車庫前 
（上野派出所横） 

8 月15日 

（土） 
正 午 

第4 分団消 

防車庫前 
（松 本） 

戦争が終結して42年。 

つい半世紀ほど前には、自分の意志とは関りなく、その時 

代に自分の夢をねじ曲げられ、青春の真只中で逝ってしまっ 

た人びと。 

心から愛する人、かけがえのない大切な人、そんな人から 

無理矢理弓はさかれ涙も流せなかった人びと。 「戦争」 とい 

うこの大きな魔物に飲み込まれ自由に呼吸をすることさえは 

ばかられた日々。私たちはそんな体験を、今の世代、これか 

らの世代に絶対にさせるわけにはいきません。 

「あの時代を想い出すのも辛い」 戦争を体験している総て 

の方がそうだと思います。でも心のヒダを爪で引っかかれる 

様な数多くの体験を悲惨さを、自分の子供、又その子供に伝 

えていくのは、その事を知っている方たちしかいません。 

8 月はテレビや新聞などで 「戦争」 について接する機会が 

多くなります。 戦争を体験した方たち、知らない世代の方も 

この時期、 「戦争」 を食卓のテーブルに乗せてみて下さい。 
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繰上充用金 

そ の 他 

272,000 

6 ,4% 

諸支出金 

21,234 

0.5% 

公 債 費 

933,250 

（単位】千円、％ 
は全体に占める割合） 

労 働 費 

739,259 

農林水産 

業 費 

177,954 

4.2% 

商 工 費 

8,166 

0.2% 

総 務 費 

343
,994w tj 8 .0

%' A 

議 会 費 

1.7% 72,855 

地方自治法219条2項の規定 

により昭和62年度予算の概 

要を公表する 
赤池町長 日野喜美男 

ブ般会計予算（42億7,465 崩千円）決まる 
財政健全化計画に沿って対 前年比3.2%減＝= 

本年度ー般会計当初予算が6月 

定例町議会で可決されました。 

4 月から6月までの3 カ月間は 

①前年度の決算見込みで歳入欠か 

んが多額であったこと。②地方交 

付税を中心とする一般財源の伸び 

が歳出の伸びに見合わなかったこ 

と。③財産処分計画が大幅に遅れ 

財産収入の見込みがたたなかった 

こと。などの理由により暫定予算 

を編成していましたが、定例町議 

会で当初予算を提案できることと 

なりました。 

国、地方とも厳しい財政事情の 

中で本町の予算編成方針は財政健 

全化計画に沿った予算編成を基本 

としています。 

予算総額は42億7.465 万円で対 

前年度伸率△3.2%。歳入では地方 

交付税、国、県支出金などの依存財 

源が78.2％を占めています。歳出 

では人件費や扶助費、公債費など 

の義務的経費が45.6%、特に地方 

債の元利償還に支出される公債費 

は21 .8％と高い数値になっていま 

す。 

このような厳しい財政環境を十 

分認識し、従来以上に経費の徹底 

した節減を行い、歳出規模を厳し 

く抑制し限られた財源の中で、財 

政健全計画にそった予算執行を行 

います。 

（単位】千円 ★地方債（借り入れ金）の現在高 

区・・・・ 、 分 
60年度末 

ン 現在高 
61年慶末 
現在高（見込） 

一般公共事業債 958,494 翻
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郷
 
909 

976 
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54
 

―般単独事業債 27,903 

公営住宅建設事業債 400,865 

義務教育施設整備事業債 151,868 

災 害 復 旧 債 50,075 

厚生福祉施設整備事業債 31,113 27,992 

過疎対策事業債 433,956 447,745 

地域改善対策事業債 2,573,196 2,479,953 

財 源 対 策 債 673,777 640,594 

都道府県貸付金 1,179,597 1,222,137 

一般廃棄物処理事業債 19,200 32,050 

調 整 債 20 ,000 93,800 

臨時財政特例債 25,000 87,400 

計 6,545,044 6,658,857 
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分担金・負担金 
使用料・手数料など 
1億9,425万円（4.5%) 

）内は全体に占める割合 ☆昭和62年度歳入予算の内訳 
財産収入 
4,620万円 
(1 . 1%) ‘・竃・革‘二I・害 

税3億3,453万円（7.8%) ミ 

諸収入3億5,730万円（8.4%) 

地方譲与税 
自動車取得 
税交付金など 
4,702万円 
(1 , 1%) 

国庫支出金 

7億2, 149万円 
(16.9%) 

地方交付税 

18億6,800万円（43.7%) 
県支出金 
(7.6%) 

3億2,406万円 

町債（8,9 %) 
3億8.180万円 

★項目別歳出予算の概要★ 

★職員平均給料月額と平均年齢 
（特別会計職員を除く） 

区 分 行政職 労務職 

昭和61年 

4 月1日現在 

平均給料月額円 229,500 194,600 

平均給与月働I' 250,100 210,700 

平均年齢園 38.1 39.7 

昭和62年 

4月I日現在 

平均給料月額円 238,800 20L5的 

平均給与月額卿 264,600 219，鰍） 

平均年齢園 ''.''39.7 42.3 

■商 工 費 商工業の振興や観光事業に 

使われるお金です。町内の街灯電気代、商工 

会助成金などの経費です。 

■土 木 費 道路の改良工事や町営住宅 

の建設、管理などに使われます。今年度、町 

内に4戸の町営住宅が建設されます。 

■消 防 費 みなさんの安全を守る経費 

に使われます。消防団員の報酬、防火水槽、 

防犯灯の設置、田川地区消防組合の負担金な 

どに支出されます。 

■教 育 費 3校の運営費や青少年、子 

ども会活動などの経費、公民館活動や各種ス 

ポーツ大会の経費ならびに総合グラウンドや 

体育館などの運動施設の維持管理費などに充 

てられます。 

■公 債 費 いろいろな事業をするため 

に、大蔵省や郵政省などから借りたお金の元 

金、利子の償還に使われます。赤池町は大変 

高い公債費比率となっており、町財政を圧迫 

しています。 

■諸支出金 開発公社に対する貸付金で 

す。 

■繰上充用金 前年度の歳入不足に充てた 

お金です。 

■議 会 費 みなさんが選んだ議員さん 

の活動に要するお金です0 報酬、調査研究費 

議員共済掛金、議長会などの負担金などに使 

われます。 

■総 務 費 庁舎内の一般管理、交通安 

全対策費、公有財産管理費、住民基本台帳な 

どの窓口業務、徴税費、選挙関係費用などに 

使われます。 

■民 生 費 みなさんの福祉に関する経 

費に使われます。児童福祉や老人医療、国民 

年金事務費や隣保館運営費、部落解放や産炭 

地振興の活動助成金などに使われます。 

■衛 生 費 きれいな環境づくりとみな 

さんの健康づくりの経費に使われます。赤ち 

ゃん検診、ガン検診、田川地区伝染病組合、 

斉場組合などの負担金、し尿処理などの清掃 

費などに使われます。 

■労 働 費 失業対策事業等に使われる 

お金です。雇用対策と同時に地域に密着した 

町づくりに大きな役割を果たしています。開 

就事業では、赤池総合団地の整備など、特開 

事業では道路の舗装工事などが行われます。 

■農林水産業費 農林、水産業の振興経費に 

使われます。農業振興同和対策費として、か 

んがい施設工事、農道新設改良舗装工事など 

ほかに国土調査費、農業委員会経費などです。 

93,027 

教 育 費 

282,794‘厨A ,4 A 6 .6% 

復 旧 費 

3.8% 

災 害 

162,625 
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シートベルト着用推進運動一1日～31日（警視庁・総務庁） 観光週間-1日～7日（総理府・運輸省） 
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一【2．社会福祉】 1 
~ 

全ての住民が安心して生きがいの三 

ある暮らしを送れるよう社会福祉の 

向上に努める。 I 

特に、住民の相互扶助の精神を培 

い、社会的弱者が地域社会のなかで 

他の住民と変わりなく生活できる、 ~ 

ノひの通いあうまちづくりを推進する」 

(4) 

議会だより 
昭
和
六
十
二
年
第
七
回
六
月
定
例
町
 

議
会
が
六
月
二
十
三
日
よ
り
二
十
七
日
 

ま
で
の
五
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
、
「
昭
 

和
六
十
二
年
度
一
般
会
計
予
算
」
（
2
、 

3
ペ
ー
ジ
参
照
）
を
は
じ
め
、
条
例
の
 

制
定
、
議
会
議
員
に
よ
る
発
議
、
報
告
、
 

陳
情
、
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願
な
ど
の
審
議
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活
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に
行
 

わ
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ま
し
た
。
内
容
は
次
の
と
お
り
で
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赤
池
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般
会
計
 

予
算
 

条
例
の
一
部
改
正
 

農縁員会委員 

決まりました 
7 月19日任期満了による赤池町農業委員会 

一般選挙は、 7 月7日に10人の立候補者（定 

数10人）が届出を行い、無投票で新しく委員 

が決まりました。 また選任による委員5 人の 

方も決まりました。 

新委員の方です（推薦以外の方は届出順です） 
年齢は8月1日現在 

⑥
赤
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町
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和
地
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築
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す
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‘
昭
和
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‘
昭
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月
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日
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十
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に
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調
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報
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氏 名 住 所 
年

齢

 

選挙・ 
推薦 

田中 久夫 市場1301番地 55 選挙 

安延 友利 上野3019番地 53 ク 

浦田 勇 上野117番地の3 65 ク 

太田 正孝 上野2642番地 55 ク 

谷 昭治 市場1782番地 57 ク 

皆川 畢 上野1110番地 56 ク 

小松 久行 上野4024番地 41 ク 

高林 政敏 市場779番地 63 ク 

柴田 武彦 上野445番地 68 ク 

平元 一三 上野3843番地 44 ク 

小松 春義 上野3854番地 55 議会 
推薦 

木月 睦夫 赤池1106番地 55 ク 

安永 栄一 上野574番地の1 40 ク 

水永 雄 市場851番地 45 田川農協 
推薦 

長谷川政義 市場1260番地の2 57 
下田川農 
共 推薦 

) ) 

, 
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つ老人の生きがい対策事業の充実を計る。 

〇高齢者の豊富な知識、熟練した技術を 

活用するためそれらを登録し、公開、 

提供するシステムを整備する。 

〇高齢者の連帯的活動の拠点として、老 

人憩いの家建設をすすめる。 
0活力ある地域づくりに向けて、子供、 

青年、婦人等の各種団体と老人団体の 

交流を推進する。 

〇老朽化した老人ホームの施設改善をす 

すめるとともに、在宅介護家庭に対し 

老人介護知識の普及および在宅看護援 

助システム（ディケアシステム、ショ 

ートステイシステム、ホームヘルパー 

制度等）の充実をはかる。 

〇ボランティア及びボランティアリーダ 

ーの育成に努める。 

〇生活保護の適正充実をはかるため、個 

々のケースの正確な把握に努める。 

●民生委員による生活相談、指導の強化 

をはかり、自立更生を促進する。 

●学校教育、社会教育の連帯を強化し、 

福祉理念の普及に努める。 

〇子供、青年、婦人等の各種団体の福祉 

活動を積極的に促進し、ボランティア、 

ボランティアリーダーの養成に努める。 

●福祉センターが、真に福祉活動の中心 

となるよう、その有効利用について検 

討する。 

(4 ）高齢者福祉 

高齢者が不安なく健康で生きがい 

のある生活を送れるよう、様々な場 

での社会参加が果せるシステムづく 

りに努めるとともに、介護を必要と 

する高齢者に対しては充分なサービ 

スが受けられるよう配慮する。 

(5 ）低所得者福祉 

保護受給者については、保護の適 

正実施、生活相談の充実に努め、そ 

の自立更生を促進する。 また、ポー 

ダーライン層の人々にも配慮を行な 

う。 

(6 ）地域福祉 

ボランティア活動の活性化および 

福祉制度、福祉教育の充実によって 

だれもが安心して生きがいのある生 

活を送れる地域社会づくりをすすめ 

る。 
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*7 月号からのつづきです。~ 

一[3．社会保障】 

~ (1 ）国民健康保険 

I 
全ての住民が健康で安定した生活~ 

ができるよう、住民に対し制度の活I 

用についての啓蒙活動を推進すると 

ともに、制度の適切な運用に努める。I 

住民における健康管理意識の向上 

に努め、医療費増大の抑制をはかる。 

(2 ）国民年金 

国民年金制度の啓蒙活動、相談活 

動を充実し、無年金者の解消をはか 

る。 

●保険税収納率の向上に努める。 

各種機関、団体の協力を求め、住民の 

健康管理を充実する。 

●国民健康保険に関する各種事務の合理 

化を促進する。 

末フ各種広報手段の活用により、年金制度 

の普及を促進し、未加入者をなくすと 

ともに、成人達成者の加入を促す。 

し
た
。
 

⑥
区
有
財
産
（
町
名
義
）
の
処
分
の
報
 

告
‘
福
岡
県
が
施
行
す
る
糸
田
、
金
田
、
 

赤
池
線
開
就
工
事
（
下
田
川
循
環
道
路
）
 

に
よ
る
道
路
敷
地
と
し
て
区
有
財
産
（
 

町
名
義
）
が
処
分
さ
れ
報
告
さ
れ
ま
し
 

た。 

陳
 

情
 

⑥
小
藤
団
地
町
営
住
宅
ト
イ
レ
排
気
に
 

ー
責
重
な
水
で
す
 

つ
い
て
改
善
に
関
す
る
陳
情
‘
産
建
委
 

員
会
に
付
択
 

＠
中
高
年
失
業
者
・
高
年
齢
者
に
関
す
 

る
請
願
書
‘
採
択
 

計
画
の
一
部
変
更
 

⑨
赤
池
町
過
疎
地
域
振
興
計
画
の
一
部
 

変
更
‘
過
疎
地
域
振
興
計
画
の
一
部
を
 

変
更
す
る
た
め
町
議
会
の
承
認
を
得
ま
 

し
た
。
 

国
こ
ん
な
工
夫
は
い
か
が
で
す
か
国
 

▼
浴
槽
の
残
り
湯
を
利
用
す
る
 

小
さ
な
浴
槽
で
約
二
百
リ
ッ
ト
ル
の
 

水
が
入
り
ま
す
。
せ
め
て
残
り
湯
の
半
 

分
く
ら
い
は
洗
濯
、
掃
除
、
ま
き
水
な
ど
 

に
使
っ
て
は
い
か
が
で
す
か
。
 

▼
歯
み
が
き
中
の
水
の
流
し
っ
放
し
は
 

や
め
る
 

歯
み
が
き
は
、
普
通
コ
ッ
プ
三
杯
程
 

度
の
水
で
す
み
ま
す
。
し
か
し
、
水
を
 

流
し
っ
放
し
に
す
る
と
、
 
一
分
間
で
約
 

六
リ
ッ
ト
ル
の
水
が
ム
ダ
に
な
っ
て
し
 

ま
い
ま
す
。
 

.
 

標
準
 

▼
洗
車
は
バ
ケ
ツ
に
水
を
く
ん
で
 

ホ
ー
ス
を
使
い
水
を
出
し
っ
放
し
で
 

車
を
洗
う
と
、
バ
ケ
ッ
に
水
を
く
ん
で
 

洗
っ
た
時
の
約
六
倍
の
水
が
必
要
で
す
。
 

流
し
っ
放
し
は
厳
禁
。
 

▼
水
量
の
調
節
は
こ
ま
め
に
 

炊
事
や
洗
面
の
と
き
に
水
を
勢
い
よ
 

く
出
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
と
く
に
食
器
 

洗
い
の
と
き
に
水
を
出
し
す
ぎ
る
と
、
 

ス
プ
ー
ン
な
ど
に
当
た
っ
た
水
が
は
ね
 

て
き
ま
す
。
 
こ
ま
め
に
水
量
を
調
節
し
 

て
、
ム
ダ
を
省
き
ま
し
ょ
う
。
 

作
料
決
ま
り
ー
ま
電
 

農
業
委
員
会
で
は
、
地
域
の
小
作
料
 

水
準
の
目
安
と
し
て
三
年
に
一
回
「
標
 

準
小
作
料
」
を
改
訂
し
て
い
ま
す
。
 

農
地
の
賃
貸
借
等
の
小
作
契
約
を
す
 

る
場
合
は
、
貸
主
と
借
主
の
話
し
合
い
 

で
小
作
料
の
額
を
決
め
る
わ
け
で
す
が
 

そ
の
際
、
こ
の
標
準
小
作
料
に
比
準
し
 

て
適
正
と
認
め
ら
れ
る
額
で
定
め
る
よ
 

ー
 

ひ0)中に花園を I 

孤
等
 

う
に
し
て
下
さ
い
。
 

赤
池
町
農
業
委
員
会
で
は
次
の
と
お
 

り
標
準
小
作
料
を
決
定
し
ま
し
た
。
 

田
（
町
全
域
）
十
ア
ー
ル
当
た
り
 

ニ
六
、
O
〇
O
円
 

畑
（
町
全
域
）
十
ア
ー
ル
当
た
り
 

一
〇
、
〇
O
〇
円
 

赤
池
中
学
校
の
教
室
棟
 

の
横
に
（
昨
年
は
玄
関
前
）
 

花
壇
が
で
き
ま
し
た
。
こ
 

れ
は
、
健
全
な
青
少
年
育
 

成
を
目
指
し
て
い
ま
す
下
 

田
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
 

（
立
花
昇
会
長
）
の
寄
附
 

に
よ
る
も
の
で
す
。
こ
の
 

花
壇
に
一
年
を
通
し
、
四
 

季
折
々
の
可
愛
い
花
を
咲
 

か
せ
る
た
め
、
園
芸
ク
ラ
 

ブ
の
生
徒
が
頑
張
っ
て
い
 

ま
す
。
今
年
も
岩
崎
秋
信
 

さ
ん
（
猿
田
）
よ
り
菊
の
 

つ
ぼ
み
を
い
た
だ
き
、
秋
 

の
開
花
を
心
待
ち
に
し
て
 

い
ま
す
。
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老
齢
福
雄
舞
難
級
鐘
諌
潔
興
 

あ
な
た
は
八
月
支
払
い
（
八
月
十
一
 

日
支
払
開
始
）
の
年
金
を
受
け
取
り
ま
 

し
た
か
？
・
指
定
の
郵
便
局
で
年
金
を
受
 

け
取
っ
た
後
は
、
八
月
中
に
国
民
年
金
 

証
書
を
役
場
年
金
係
に
提
出
し
ま
し
ょ
 

う
。
国
民
年
金
証
書
を
提
出
し
な
い
と
 

次
回
か
ら
年
金
が
受
け
取
れ
ま
せ
ん
の
 

で
忘
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
注
意
し
 

て
下
さ
い
。
 

ふ
た
つ
の
年
金
を
受
け
て
い
る
人
 

は
い
ま
せ
ん
か
 

厚
生
年
金
保
険
や
恩
給
な
ど
の
年
金
 

を
受
け
て
い
る
人
は
、
老
齢
福
祉
年
金
 

の
支
払
い
が
停
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
 

て
い
ま
す
b
 

こ
の
よ
う
な
人
は
、
国
民
年
金
証
書
 

と
一
緒
に
厚
生
年
金
保
険
や
恩
給
な
ど
 

の
年
金
証
書
と
最
近
の
年
金
額
改
定
通
 

知
書
を
持
参
し
て
下
さ
い
。
 

届
出
を
し
な
い
で
両
方
か
ら
年
金
を
 

受
け
て
い
る
人
 

は
、
年
金
を
受
 

け
始
め
た
と
き
 

か
ら
さ
か
の
ぼ
 

っ
て
返
し
て
い
 

た
だ
く
こ
と
に
 

な
り
ま
す
。
 

道路を守る月間-1日～31日（建設省） 
水の日・水の週間-1日～7日（国土庁） 



⑥
 

鴛
鴛
鴛
纏
鵬
 

線
鴛
維
署
 

綴
線
綴
綴
翻
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先
月
は
、
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
で
し
た
。
 

「
差
別
を
な
く
せ
家
か
ら
 

町
か
ら
社
会
か
ら
」
を
テ
ー
マ
に
、
街
頭
啓
発
を
始
め
、
街
頭
広
報
、
学
 

習
会
や
研
修
会
あ
る
い
は
講
演
会
な
ど
多
彩
な
行
事
が
行
わ
れ
、
多
く
の
 

皆
さ
ま
方
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

人
は
誰
で
も
、
幸
せ
に
生
き
た
い
と
 

い
う
願
い
を
も
っ
て
い
ま
す
。
 

そ
し
て
、
そ
の
幸
せ
は
家
や
社
会
の
 

中
で
、
み
ん
な
が
お
互
い
の
人
権
を
尊
 

ぶ
こ
と
を
心
が
け
、
人
権
を
尊
ぶ
行
動
 

を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ
達
成
さ
れ
 

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

そ
の
た
め
に
憲
法
は
、
す
べ
て
の
国
 

民
の
基
本
的
人
権
を
等
し
く
保
障
し
、
 

す
べ
て
の
人
々
が
平
和
で
し
あ
わ
せ
に
 

生
き
る
権
利
を
も
つ
こ
と
を
明
ら
か
に
 

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
実
 

の
社
会
に
お
い
て
は
、
過
去
の
歴
史
の
 

中
で
つ
く
ら
れ
た
人
間
差
別
の
封
建
思
 

想
が
今
な
お
生
き
の
こ
り
、
人
々
の
幸
 

せ
を
く
じ
い
て
い
ま
す
。
 

な
か
で
も
、
同
和
地
区
の
人
々
に
対
 

す
る
差
別
は
、
こ
の
封
建
性
に
基
づ
く
 

典
型
的
、
集
約
的
な
差
別
で
あ
り
、
民
 

主
主
義
の
根
本
に
か
か
わ
る
重
大
な
社
 

会
問
題
で
あ
り
ま
す
。
 

r 

七
月
十
二
日
の
同
和
問
題
講
演
会
に
 

は
五
百
名
の
参
加
が
あ
り
、
 

「
今
、
ど
 

う
生
き
る
」
 
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
講
演
 

が
さ
れ
ま
し
た
。
 

「
今
を
生
き
る
」
と
い
う
と
き
に
、
 

も
っ
と
も
大
切
な
こ
と
は
、
自
己
を
実
 

現
し
て
い
く
、
自
分
自
身
の
持
っ
て
い
 

る
個
性
を
発
揮
し
、
自
分
の
持
っ
て
い
 

る
能
力
を
生
か
し
、
た
っ
た
一
回
き
り
 

、
な
ふ
や
 ー

 l
犀 ▲「今、どう生きる」保田井進氏 

rー人の心の, 
I 豊かさを I 
“もとめて一」 

盆、祖霊を迎え 

祭り、又、送る行 

事であると同時に 

ふる里を遠く離れ 

て生活している人 

々を、帰省へと導 

びくものである。 

ふる里では、父、 

母はじめ多くの友 

人に会うことがで 

き、都会の喧騒を 

忘れさせてくれる 

ふる里、いつまで 

も大切にしたい。 

) 

) 

ク
躍
進
）
赤
池
選
手
団
第
 26
 

回
郡
民
体
育
大
会
 

I「川川川~川川川川川川 

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
 
V

 

岬
下
田
川
地
区
を
中
心
に
、
5
月
か
ら
熱
戦
の
火
ブ
タ
を
き
っ
た
第
 26 

回
 
町
 

郡
民
体
育
大
会
、
 
19
 

日
の
雨
に
た
た
か
れ
、
延
期
、
中
止
な
ど
ア
ク
シ
デ
 
m
 

ノ
ト
に
見
舞
わ
れ
た
が
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
に
続
き
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
も
3
年
 
m
 

ぶ
り
に
優
勝
、
各
チ
ー
ム
持
ち
味
を
生
か
し
無
事
大
会
を
終
了
し
ま
し
た
o
m
 

ト
6
月
 19 
日
郡
民
体
育
大
会
の
 

青
年
女
子
チ
ー
ム
 

本
町
選
手
団
（
団
長
大
島
勇
夫
体
協
 

会
長
）
総
勢
百
五
〇
名
は
、
六
月
よ
り
 

各
チ
ー
ム
と
も
強
化
練
習
に
入
り
、
ト
 

位
入
賞
を
目
指
し
大
会
に
臨
み
ま
し
た
。
 

当
日
、
各
会
場
に
は
日
野
町
長
を
は
 

じ
め
、
体
協
役
員
、
チ
ー
ム
メ
イ
ト
な
 

ど
多
数
の
応
援
団
の
中
郡
内
町
村
と
の
 

⑦
戦
い
が
続
き
ま
し
た
が
、
あ
と
一
歩
の
 

と
こ
ろ
で
優
勝
を
逃
し
た
種
目
も
あ
れ
 

ば
指
導
者
不
足
な
が
ら
「
い
い
汗
」
を
流
 

し
た
チ
ー
ム
、
今
後
を
期
待
し
た
い
も
 

の
で
す
。
本
年
度
郡
体
の
上
位
入
賞
者
 

は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

【
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
】
総
合
優
勝
 

【バ 

ド
ミ
ン
ト
ン
】
総
合
優
勝
△
一
般
男
子
 

優
勝
〇
壮
年
男
子
準
優
勝
〇
一
般
女
子
 

優
勝
 

【
卓
球
】
総
合
準
優
勝
△
個
人
 

の
部
〇
一
般
男
子
①
日
高
景
年
〇
一
般
 

女
子
②
巽
育
代
③
平
川
紀
美
子
〇
青
年
 

女
子
①
古
賀
光
子
③
今
村
佳
世
・
ベ
テ
 

ラ
ン
（
男
子
）
③
綿
貫
康
則
〇
ベ
テ
ラ
 

ン
（
女
子
）
①
古
賀
敏
子
 

【
剣
道
】
 

一
般
の
部
〇
総
合
三
位
△
二
段
の
部
①
 

建
部
高
明
〇
青
年
の
部
③
田
中
浩
二
〇
 

一
般
の
部
①
武
末
一
郎
 

【
バ
レ
ー
ボ
 

ー
ル
】
 

一
般
女
子
三
位
 

県
大
会
出
場
選
手
 

「
ハ
ド
ミ
ン
ト
ン
】
山
形
端
枝
、
山
形
 

裕
美
 

【
卓
球
】
日
高
景
年
、
古
賀
光
 

子
、
平
川
紀
美
子
、
巽
育
代
 

【剣 

道
】
武
末
一
郎
、
田
中
浩
二
 

（
敬
称
 

略） 

の
人
生
を
自
分
が
精
一
杯
、
生
か
し
て
 

い
く
と
い
う
事
の
中
に
、
生
き
る
と
い
 

う
事
の
大
切
な
意
味
が
あ
る
と
思
わ
れ
 

ま
す
。
 

し
か
し
、
そ
の
中
に
、
生
き
て
い
く
 

と
い
う
目
標
が
、
絶
対
に
必
要
で
あ
り
 

ま
す
。
 

そ
し
て
、
 

一
人
ひ
と
り
が
大
切
に
さ
 

れ
、
人
問
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
と
い
う
 

こ
と
を
、
身
を
も
っ
て
実
行
し
、
そ
の
 

こ
と
を
、
生
活
の
中
の
態
度
に
表
わ
し
 

て
い
く
と
い
う
、
そ
う
い
う
行
動
を
起
 

こ
さ
れ
な
け
れ
ば
、
単
な
る
、
口
先
だ
 

け
の
表
面
的
な
こ
と
ば
だ
け
で
終
わ
っ
 

て
し
ま
い
、
問
題
は
解
決
さ
れ
ま
せ
ん
。
 

私
た
ち
が
生
き
て
い
く
中
で
、
 
一
人
 

ひ
と
り
を
大
切
に
す
る
と
い
う
こ
と
の
 

重
要
性
を
も
う
一
度
見
つ
め
な
お
し
て
 

み
ま
せ
ん
か
。
 

七
月
二
十
二
日
に
は
、
 

「
女
性
の
た
 

め
の
講
演
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

テ
ー
マ
・
女
の
生
き
方
 

講
 
師
・
厚
地
 

正
寛
先
生
 

町
内
各
地
域
よ
り
多
く
の
女
性
が
参
加
 

さ
れ
ま
し
た
。
 

ー
今
月
の
解
放
講
座
 

と
 
き
 
8
月
 26 

日
（
水
曜
日
）
 

午
後
7
時
 30 

分
か
ら
 

と
こ
ろ
 
同
和
対
策
中
央
研
修
所
 

自
己
を
見
つ
め
、
暮
し
を
高
め
 

る
解
放
講
座
へ
、
み
な
さ
ん
さ
そ
 

い
あ
っ
て
参
加
し
ま
し
ょ
う
。
 

も
以
 

学習ネットワーク 
指暮着ひ方玄お知らせ下さいノ 

（自薦・他驚はh具いません） 

＝学習のうi野と内容＝ 

r 趣味の部ー、 
魚釣り、将棋、囲碁 

書道、Nン習字、絵画 

ェ失、今芸、者凍、 

イラスト、民iま、話曲、 

誇吟、ィL 
、 

雄 
I 旦9理大ェ、ィ主かか曳庭．るい手×れ、8ミ‘LVT 
し獣葬作り、ィセ

 ノ 

／ーー 

、 

活の書β・ 
，みそ漬物作り、Ifンイ乍り、お熱1乍り、和 

'""“、 

ノ 

伝承文ィい部、龍導者として」遠わLh 
b' 'r'I無k. 贈川 六を、七・ひおoらt!72い 
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現
在
5
名
の
同
好
者
で
行
 

っ
て
い
ま
す
。
町
内
女
性
 

の
方
、
町
民
会
館
で
「
い
い
 

汗
」
流
し
ま
せ
ん
か
。
詳
細
に
つ
い
て
 

は
町
民
会
館
体
協
事
務
局
〔
 28 

1
4
1
 

0
0
ま
で
〕
連
絡
下
さ
い
。
 

お
ま
た
せ
し
ま
し
た
 

町
民
プ
 

町
民
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン
 

ー
ル
補
修
 

工
事
も
無
事
完
了
し
、
8

月
1

日
に
オ
 

し
プ
ン
し
ま
す
。
 

〇
料
金
廿
保
育
園
児
・
小
学
生
は
 40 

円
 

中
学
生
は
 60 

円
、
大
人
は
百
円
 

〇
時
間
廿
 10 

時
か
ら
 18
 

時
ま
で
 

バ
レ
ー
 20 

支
所
4
連
覇
 

バ
ド
・
4
支
所
初
V
 

6
月
 28
 

日
に
体
協
 

一

 

ー

 

ー

 

一

 

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
 

ー
ー
ー
ー
ー
ー
 

畿
「
、
青
少
年
め
健
全
費
成
の
隻
 

△
家
庭
で
は
、
女
 

房
を
呼
ぶ
時
、
ォ
ー
 

イ
と
か
、
チ
ョ
ッ
ト
 

「
お
前
」
な
ど
と
い
う
 

濃
 

言
い
方
が
一
般
的
な
 

呼
び
方
で
す
△
今
、
全
国
的
に
ウ
ー
 

マ
ン
リ
ブ
全
盛
の
世
の
中
で
、
呼
び
 

方
だ
け
が
流
れ
に
逆
行
し
て
い
る
△
 

神
代
の
昔
で
は
、
命
叉
」
叉
m
）
、
世
界
に
 

目
を
向
け
れ
ば
、
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
、
 

赤
池
町
青
少
年
問
題
協
議
会
補
導
員
 

連
絡
会
（
会
長
日
野
茂
春
）
は
、
七
月
 

十
七
日
に
第
二
回
の
補
導
員
会
議
を
開
 

催
し
ま
し
た
。
各
地
区
公
民
館
よ
り
推
 

薦
さ
れ
た
補
導
員
と
警
察
委
嘱
の
補
導
 

委
員
、
学
校
補
導
教
員
、
P
T
A
補
導
 

員、 

40 

名
が
夏
休
み
の
補
導
活
動
や
地
 

域
対
策
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。
 

ま
た
、
田
川
警
察
署
よ
り
少
年
課
の
 

渡
辺
課
長
を
迎
え
、
田
川
の
非
行
状
況
 

や
対
策
に
つ
い
て
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。
 

最
近
の
少
年
非
行
の
件
数
は
減
少
し
 

て
い
る
も
の
の
、
家
出
、
喫
煙
、
深
夜
 

俳
個
、
暴
走
行
為
等
の
不
良
行
為
が
目
 

立
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
 

夏
休
み
は
、
特
に
子
ど
も
が
解
放
的
 

に
な
り
や
す
く
非
行
要
因
を
作
る
時
期
 

で
も
あ
り
ま
す
。
 

補
導
連
で
は
、
 

‘《」 

昭
和
 62 

年
度
の
重
点
 

in 密17“今”「青春」 

「おはよう」の声、町内の高齢者の方々が 

今年も養命大学の門をくぐった。『少年老い易 

く学成り難し』こんなことわぎを反論するか 

のように数多くの高齢者が入学した『一生学 

ぶ』これこそ生涯教育、きっとこの姿勢が自 

分を作り、地域を育てる何かの役に立つので 

はないか。 

町
民
大
会
が
、
初
め
て
同
一
日
開
催
で
 

行
わ
れ
、
バ
レ
ー
で
は
、
予
戦
リ
ー
グ
 

の
一
敗
を
跳
ね
返
し
て
、
 
20 

支
所
4

連
 

覇
を
達
成
し
▲
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
上
野
 

4
支
所
が
、
初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。
 

楊
貴
妃
、
現
在
で
は
サ
ッ
チ
ャ
ー
英
 

首
相
、
土
井
社
会
党
委
員
長
と
、
女
 

性
が
歴
史
を
さ
さ
え
歴
史
を
作
り
、
 

歴
史
を
変
え
て
い
る
△
 22 

日
に
開
催
 

さ
れ
た
婦
人
の
集
い
、
夜
に
も
か
か
 

わ
ら
ず
会
場
は
町
内
の
女
性
達
で
満
 

員
と
な
り
、
熱
気
で
ム
ン
ム
ン
△
地
 

域
を
支
え
る
の
は
、
そ
う
、
あ
な
た
達
 

地
域
の
女
性
の
力
で
す
△
こ
の
日
の
 

気
持
を
忘
れ
ず
立
ち
上
れ
女
性
軍
 

（一 

ーーL 

補導連 

目
標
と
し
て
次
の
三
点
を
計
画
し
て
い
 

ま
す
。
 

一
、
補
導
員
の
日
常
連
携
強
化
に
努
め
 

る。 

一
、
地
区
公
民
館
長
と
連
絡
を
密
に
し
 

地
域
団
体
に
対
し
情
報
の
提
供
と
 

連
絡
に
努
め
る
。
 

一
、
地
域
に
根
ざ
し
た
青
少
年
の
健
全
 

育
成
策
を
確
立
す
る
。
 

夏
休
み
中
に
補
導
連
で
は
、
共
同
補
 

導
や
啓
発
活
動
を
計
画
し
、
堤
や
川
、
 

遊
技
場
、
神
社
等
を
巡
回
す
る
予
定
に
 

し
て
お
り
ま
す
。
 

青
少
年
の
健
全
育
成
は
、
家
庭
は
い
 

う
ま
で
も
な
く
地
域
活
動
の
活
成
化
が
 

一
番
で
す
。
 

ま
ず
、
毎
日
の
あ
い
さ
つ
運
動
か
ら
 

始
め
た
ら
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
 

ト朝の養命大学受付風景‘ 

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

＠
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
廿
優
勝
・
 
20
 

支
所
 

準
優
勝
・
 
18
 

支
所
 
第
三
位
・
4

支
所
 

〇
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
廿
優
勝
・
4

支
所
 

準
優
勝
・
 
20
 

支
所
 

第
三
位
‘
 
22 

支
所
 

国立公園クリーンデーー2日（環境庁） 食品衛生週間-3日～9日（厚生省） 

● 

・
・
「
し
て
み
ま
せ
ん
か
 

郡
 

・
”
飼
目
「
り
君
名
「
携
 



に
健
康
教
室
⑧
 

ー
糖
尿
病
に
つ
い
て
ー
 

赤池町立病院 

内科医長 

膚瀬憲治 

糖
尿
病
は
、
自
己
管
理
の
病
気
で
す
。
 

い
く
つ
か
の
き
ま
り
を
き
ち
ん
と
守
り
 

さ
え
す
れ
ば
、
ふ
つ
う
の
人
と
同
じ
よ
 

う
な
生
活
を
し
て
、
さ
し
つ
か
え
あ
り
 

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
の
日
常
生
活
の
き
 

ま
り
を
あ
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。
 

①
規
則
正
し
い
生
活
を
す
る
 

A
食
事
療
法
を
守
る
ー
決
め
ら
れ
た
カ
 

ロ
リ
ー
、
規
則
正
し
い
時
間
、
正
し
い
 

栄
養
配
分
を
。
 

B
運
動
療
法
を
守
る
ー
毎
日
、
ど
こ
で
 

も
、
ひ
と
り
で
も
、
適
度
な
運
動
を
。
 

C
薬
物
療
法
を
守
る
ー
薬
物
に
つ
い
て
 

正
し
い
知
識
を
持
ち
、
正
し
く
使
う
。
 

低
血
糖
一
脳
の
栄
養
（
糖
）
不
足
状
 

態
で
、
薬
物
（
イ
ン
ス
リ
ン
・
経
口
血
 

糖
降
下
剤
）
が
き
き
す
ぎ
た
時
、
激
し
 

い
運
動
や
仕
事
を
し
す
ぎ
た
時
、
食
事
 

を
し
な
か
っ
た
り
、
病
気
で
下
痢
や
唱
 

吐
を
し
た
時
な
ど
に
血
糖
が
下
が
り
す
 

ぎ
（
血
糖
値
で
 50 

明
ノ
d
以
下
）
で
お
 

こ
り
ま
す
。
あ
く
び
、
空
腹
感
、
は
き
 

気
、
発
汗
、
手
の
ふ
る
え
、
倦
怠
感
な
 

ど
が
出
現
し
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
 

と
、
全
身
ケ
イ
レ
ン
や
昏
睡
（
意
識
が
 

な
く
な
っ
て
し
ま
う
事
）
を
お
こ
し
、
 

⑩
 

タ
 

す
 声

 

植
物
人
間
に
な
っ
た
り
死
ん
で
し
ま
っ
 

た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
な
 

ら
な
い
よ
う
に
、
薬
物
を
使
っ
て
い
る
 

人
は
必
ず
砂
糖
な
ど
を
持
ち
歩
き
、
前
 

に
書
い
た
症
状
が
出
た
時
、
す
ぐ
に
そ
 

れ
を
食
べ
れ
ば
大
丈
夫
で
す
。
 
そ
う
い
 

う
知
識
を
き
ち
ん
と
持
っ
て
い
な
け
 11 

ば
い
け
ま
せ
ん
。
 

n
早
寝
、
早
起
き
を
す
る
ー
充
分
な
睡
 

眠
、
規
則
正
し
い
生
活
を
。
 

E
排
便
の
調
整
を
す
る
。
 

E
体
を
清
潔
に
す
る
ー
毎
食
後
の
歯
み
 

が
き
、
毎
日
の
入
浴
（
食
後
 30 

分
か
ら
 

2
時
間
し
て
、
長
湯
を
さ
け
、
空
腹
時
 

は
入
ら
な
い
）
、
汗
を
か
い
た
ら
シ
ャ
 

ワ
ー
浴
、
必
ず
着
が
え
を
。
 

G
足
の
手
入
れ
を
充
分
に
す
る
ー
毎
日
 

足
を
観
察
し
、
清
潔
に
。
爪
を
き
ち
ん
 

と
、
深
爪
し
な
い
、
や
す
り
を
使
う
。
 

足
に
合
っ
た
靴
を
は
く
。
素
足
に
な
ら
 

な
い
、
ソ
ッ
ク
ス
、
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
を
 

毎
日
は
き
か
え
る
。
 
ウ
オ
ノ
メ
、
タ
コ
 

は
自
分
で
処
置
し
な
い
。
足
は
適
度
に
 

乾
燥
さ
せ
、
刺
激
的
な
薬
を
つ
け
な
い
。
 

湯
タ
ン
ポ
、
ア
ン
カ
、
カ
イ
ロ
な
ど
は
 

使
わ
な
い
。
 

②
体
重
測
定
を
す
る
 

標
準
体
重
を
き
ち
ん
と
知
り
、
3

日
 

に
一
度
は
体
重
測
定
を
。
肥
満
は
大
敵
。
 

③
病
気
の
予
防
を
す
る
 

A
カ
ゼ
は
万
病
の
も
と
ー
外
出
後
の
手
 

洗
い
、
う
が
い
の
励
行
。
外
出
時
マ
ス
 

ク
。
か
か
っ
た
な
と
思
っ
た
ら
病
院
へ
。
 

R
勝
脱
炎
等
の
予
防
ー
局
所
の
清
潔
、
 

、ー 

毎
日
の
入
浴
。
 

C
そ
の
他
の
病
気
ー
定
期
検
診
 

④
定
期
的
な
通
院
を
す
る
 

。 

A
定
期
的
検
診
を
ー
療
養
記
録
（
尿
糖
 

血
糖
、
体
重
、
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
A
、フて 

の
他
）
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。
 

R
合
併
症
の
予
防
を
ー
定
期
的
な
検
査
 

診
察
を
。
 

C
病
気
に
か
か
っ
た
時
は
す
ぐ
に
受
診
。
 

且
民
間
療
法
に
ま
ど
わ
さ
れ
な
い
。
 

⑤
外
出
、
旅
行
時
の
注
意
 

A
保
険
証
と
一
緒
に
、
糖
尿
病
療
養
手
 

帳
、
カ
ー
ド
を
忘
れ
ず
に
。
 

R
薬
を
忘
れ
ず
持
参
、
必
ら
ず
服
薬
。
 

C
食
べ
す
ぎ
、
過
労
に
注
意
。
 

且
時
差
（
海
外
旅
行
）
は
、
主
治
医
と
 

相
談
。
 

以
上
の
き
ま
り
を
守
っ
て
い
れ
ば
、
 

糖
尿
病
も
な
ん
ら
恐
ろ
し
い
病
気
で
は
 

あ
り
ま
せ
ん
。
 

8
回
に
わ
た
っ
て
糖
尿
病
に
つ
い
て
 

お
話
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
今
回
 

で
終
了
で
す
。
町
立
病
院
で
は
、
3

ケ
 

月
毎
に
糖
尿
病
教
室
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

興
味
あ
る
方
は
、
参
加
さ
れ
て
下
さ
い
。
 

次
回
よ
り
武
冨
先
生
の
「
動
脈
硬
化
に
 

つ
い
て
」
 
の
お
話
が
始
ま
り
ま
す
。
 

「リハビリテーション」 という言葉を御存知ですか？ 

なんだか舌を噛みそうですが、脳卒中発作を起した時な 

どに一生寝たきりで過ごすのかどうかを左右する大切な 

機能回復訓練の事を言います。 

リハビリテーションはもとはアメリカの傷病軍人兵の 

為に残された機能をフルに活用して社会復帰する事を目 

的にはじめられたことですが、日本では脳卒中（昔で言 

う中風）の後遺症に有効である事がわかり、現在では多 

くの方々に知られるようになりました。例えば、半身マ 

ヒになり手が全く動かなくても足さえ動けば自分一人で’ 

歩けるようになり、自分の身の廻りの事位は充分出来る 

ようになります。早ければ発作後一週間後位ではじめま 

す。（医師の指示があってから）長く放置していると筋肉 

や関節が硬くなり、連動をはじめても泣く様な痛い訓練 

をせねばなりません。十数年前までは、これを知る人が 

少く、多くの人が寝たきり状態になってしまいました。 

リハビリテーションをするには家族のあたたかい援助、 

（同情で何でも介護するのではなく）やP. T（理学療法士） 

0 . T（作業療法士）の方々の指導が必要ですし装具や補助 

器具なども用います。 

リハビリテーションはリュウマチの後遺症や心筋硬塞 

の離床訓練や整形外科の手術後の手足の訓練等、多くの 

病気に大切なことです。競馬の騎手の福永さんは落馬の 

ための脳挫創で全身マヒがありながら馬に自分で乗れる 

ようになりました。身近では時折町内の 

の方が障害を残しながらも歩行訓練をし 

ているのを見かけます。（がんばって下さ 

いJ でも、すべての人々が順調に回復す 

るとは限りません。まずは脳卒中を起 

1 さぬよう、日頃から血圧測定 
' J 、 L 八→一 」 f , ー ー L ン 

へ一干更主王を父‘丁 く才づさま しよ 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

（
順
不
同
‘
敬
称
略
）
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

【
香
典
返
し
】
島
田
芳
子
（
高
尾
一
）
〇
古
 

野
本
愛
子
（
貴
船
一
）
〇
柴
田
ミ
ョ
子
（
 

市
場
団
地
）
〇
太
田
キ
ミ
ェ
（
原
田
）
〇
 

平
元
保
喜
（
市
場
団
地
）
〇
神
野
一
郎
（
 

松
本
一
）
以
上
7
月
 17
 

日
現
在
6
件
で
 

総
額
二
十
万
五
千
円
で
す
。
 

【
快
気
祝
】
早
麻
弘
子
廿
七
万
円
 

【
特
別
賛
助
会
費
】
（
一
口
一
万
円
）
筑
豊
 

商
会
赤
池
出
張
所
廿
一
ロ
 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

〇
池
田
牛
乳
店
（
諏
訪
山
）
廿
雑
布
8
 

枚
〇
の
り
た
け
食
品
（
伏
原
）
廿
酢
だ
 

O
 
こ
百
五
〇
』
 

/ 

× 

【休館日】 【心配ごと相談日】 
3日、10日、16日 7日、18日、27日 
17日、24日、31日 午前10時～午後3時 

誉盆休そ13Hとり二や，田 
禍祉ハス連行日」 弟1火曜日（ 
休館日を除く毎日 

【演 芸】 
入館者へ自由に舞台 
を提供します 

※ゲートボール場（ナイター司も自由にご利用下さい。 

【福祉バス運行日】 第1火曜日（8月4日） 
休館日を除く毎日 【仏教講演会】 

8月は休みです 

× 

 ノ 

ノグ；g舞ブミ 
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福
岡
県
身
体
障
害
者
リ
ハ
ビ
 

蒜
 

リ
テ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
 

鵬
 

〇
募
集
施
設
・
人
員
 

▽
肢
体
不
自
由
者
更
生
施
設
…
・
身
体
 

障
害
者
手
帳
概
ね
3

級
1
6

級
の
方
 

▽
重
度
身
体
障
害
者
更
生
援
護
施
設
・
・
 

・
・
身
体
障
害
者
手
帳
1

、
2

級
の
方
 

⑨
入
所
の
資
格
 

▽
脳
卒
中
、
脊
髄
損
傷
、
脳
性
麻
庫
、
 

外
傷
な
ど
で
傷
病
の
治
療
は
終
っ
て
 

身
体
に
障
害
が
残
り
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
 

ー
シ
ョ
ン
（
機
能
訓
練
）
を
必
要
と
 

す
る
次
の
よ
う
な
方
で
す
。
 

①
肢
体
不
自
由
者
で
身
体
障
害
者
手
帳
 

の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
 

②
原
則
と
し
て
満
十
八
歳
以
上
、
六
十
 

⑩
 

俳

句

雑

考

⑩

 

稲
荷
 

三
木
 

春
翁
 

九
区
公
民
館
句
会
の
会
員
の
俳
句
。
 

各
自
の
新
旧
の
句
か
ら
好
き
な
句
を
選
 

ん
で
提
出
し
て
も
ら
っ
た
の
で
紹
介
し
 

ま
す
。
 

並
川
豊
子
 

〇
視
野
開
け
ョ
ッ
ト
の
帆
影
は
る
か
な
 

り
 

〇
お
遍
路
を
終
へ
た
る
顔
の
お
だ
や
か
 

一 

」
 

〇
鉱
害
の
移
転
に
荒
れ
て
枇
杷
の
花
 

〇
鐘
の
音
に
秋
の
一
日
の
新
た
な
る
 

〇
店
締
め
て
心
安
ら
ぎ
星
月
夜
 

〇
い
そ
が
し
き
一
日
の
暮
れ
て
後
の
月
 

〇
冬
ざ
れ
し
野
に
白
鷺
の
何
つ
つ
＜
 

〇
塗
下
駄
の
音
の
幼
な
く
赤
き
被
布
 

〇
夫
の
咳
吾
が
咳
終
へ
て
静
か
な
る
 

〇
一
枚
を
め
く
る
希
望
の
初
暦
 

本
多
三
千
女
 

〇
さ
し
汐
に
岩
を
追
は
る
、
海
苔
取
女
 

〇
金
魚
屋
の
大
欠
伸
し
て
春
祭
 

〇
げ
ん
げ
野
に
飛
行
機
雲
の
は
て
し
な
 

<
 

〇
菖
蒲
田
の
手
入
届
き
て
競
い
咲
く
 

〇
紫
陽
花
の
庭
と
な
り
し
を
便
り
に
も
 

〇
こ
れ
切
り
と
老
の
杖
突
く
英
彦
登
山
 

〇
よ
べ
の
夢
残
り
し
憂
し
や
合
歓
の
花
 

〇
刻
み
た
る
富
岳
の
硯
洗
ひ
け
り
 

つ
れ
づ
れ
に
⑩
 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 
松
本
た
か
し
 

〇
食
堂
の
サ
ッ
シ
ュ
の
張
り
絵
夏
フ
ァ
 

ッ
シ
ョ
ン
 

〇
外
装
の
白
亜
の
ホ
ー
ム
峡
青
葉
 

〇
医
務
の
人
童
画
の
エ
プ
ロ
ン
夏
ユ
ー
 

心臓病、 
’・ 

肝臓, 
講習会 

P 

o
い
つ
も
来
る
杖
の
隠
居
や
花
菖
蒲
 

〇
茶
屋
の
灯
を
映
す
タ
べ
の
菖
蒲
池
 

ひ
ょ
ん
 

〇
瓢
の
木
の
一
本
あ
り
て
笛
な
ら
す
 

〇
み
ど
り
児
の
百
面
相
や
初
笑
 

〇
初
春
や
唯
せ
ば
よ
ち
よ
ち
子
の
歩
く
 

近
藤
千
枝
子
 

〇
も
ろ
も
ろ
の
花
芽
動
き
て
春
は
そ
こ
 

〇
初
な
り
の
胡
瓜
曲
り
て
そ
れ
な
り
に
 

〇
梅
雨
空
の
雲
の
流
れ
の
早
さ
か
な
 

〇
川
上
は
田
植
あ
る
ら
し
水
濁
り
 

〇
額
の
花
華
や
か
さ
な
く
そ
れ
が
好
き
 

〇
菖
蒲
田
に
心
通
ひ
て
花
見
事
 

〇
子
の
帰
省
待
ち
て
そ
わ
そ
わ
布
団
干
 

す
 

〇
初
夏
の
旅
髪
の
乱
れ
を
気
に
し
つ
つ
 

伊
藤
玉
泉
 

〇
花
開
く
音
の
な
つ
か
し
月
見
草
 

〇
冴
返
る
月
玄
関
の
真
上
か
な
 

〇
朝
霧
の
流
れ
ゆ
き
け
り
英
彦
の
杉
 

〇
鳥
瓜
木
の
て
っ
ぺ
ん
に
赤
く
熟
れ
 

〇
老
妻
の
丹
誠
こ
め
し
菊
開
く
 

〇
冬
ざ
れ
や
大
き
な
雲
の
動
か
ざ
る
 

〇
冬
の
水
沈
む
落
葉
の
底
に
見
え
 

〇
焼
藷
の
香
り
を
残
し
車
去
る
 

春
翁
 

〇
硬
山
は
死
の
山
春
も
黒
黒
と
 

モ
ア
ー
 

〇
梅
ち
ぎ
り
元
気
な
老
い
ら
池
は
ず
む
 

〇
庭
の
枇
杷
膳
に
そ
へ
ら
れ
嬉
し
か
り
 

〇
我
れ
弱
兵
人
の
労
謝
し
梅
雨
直
ぢ
か
 

〇
旬
の
味
焼
茄
子
胡
麻
や
酢
味
噌
あ
へ
 

〇
デ
ザ
ー
ト
の
フ
ル
ー
ツ
ポ
ン
チ
喉
涼
 

し
 

〇
梅
雨
移
動
気
温
の
変
化
老
い
用
心
 

o
総
裁
選
派
彫
続
投
梅
雨
昏
迷
 

「心臓病、肝臓病」健康 

講習会を開きます。スライ 

ド映画のほか運動、食事な 

ど、日常生活の指導をしま 

す。 

⑨日時 9月6 日日）午前9 

時30分より 

⑨場所 田川市総合福祉セ 

ンタ-2階大集会 

室（田川警察署横） 

バス停田川市役所 

前下車 

⑨主催 田川心臓を守る会 

（会長 江野村 
助） 

五
歳
ま
で
の
方
（
特
例
と
し
て
満
十
 

五
歳
以
上
の
方
）
。
 

③
常
時
、
介
護
を
要
し
な
い
方
で
、
機
 

能
訓
練
効
果
が
期
待
で
き
る
方
。
 

④
精
神
障
害
者
、
又
は
伝
染
病
の
疾
患
 

に
か
か
っ
て
い
な
い
方
。
 

※
入
所
に
関
し
て
は
、
も
よ
り
の
福
祉
 

事
務
所
又
は
左
記
に
相
談
し
て
下
さ
い
。
 

〇
福
岡
県
粕
屋
郡
古
賀
町
大
字
久
保
一
 

六
一
一
一
七
の
一
 

福
岡
県
身
体
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
 

、
ン
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
 

廿
0
9
2
1
9
4
4
1
1
0
4
1
 

なつやすみだ” 
子どもオリンピックだグ 
きみもギネスプックに挑戦してみませ 
んか？手づくり紙ヒコーキとばし、な 

わとび、ジャンケンなど、きみもチャン 

ピオンになれるかも よ。 
夏休み最後の思い出づくりをしよう！ノ 

と き：8 月23日【日）午前9 時受付 

ところ：町民会館及び前の駐車場 

参加対象】主に小学生（中学生、 

大人のオープン参加も可） 

主 催：青年「蒼い会」 

Fコ『 へ一讐」 
雄D. 

全国戦没者追悼式一15日（厚生省） 防災週間一30日～9月5日（総課府・消防庁） 



レ8月14日園の地区='8 月16日（日）に変更 

★燃えないゴミ 

レ8月15日田第3土曜日（上野地区）は8 月 

22日（土）に変更 

⑨し尿処理=8 月14日圏から16日（日）まで、がお 

盆休みです。従って8 月8 日田、 9 日日）は 

平常どおり収集します。 

お盆の救急診療は 
休日救急医療センターは急病や事故などで 

負傷した救急患者に応急的診療を行う施設で 

す。診療日、科目は次のとおりです。 

診 療 日 日曜・祝日および8 月11日・15日 

昼
 

受付時間 9 : 00-16 : 30 

診療科目 内科・小児科・外科 

夜
 

受付時間 18 : 00 -22 : 30 

診療科目 内 科・小児科 

田川地区休日救急医療センター 

田川市新町11番47号廿45-7199 

臨床衛生検査技師、 

看護婦さん 0 
赤池町立病院 

⑨募集資格 

〇看護婦 

27歳未満の独身の方で正看護婦の免許を有 

する方。 

〇臨床衛生検査技師 

25歳未満の独身の方で臨床衛生検査技師の 

免許を有する方。 

いずれも赤池町在中の方か近郊の方で通勤 

時間が30分程度の方。 

＠募集期間=8月3 日（月）~8 月15日山 

⑨提出書類一履歴書（自筆で写真添付）、免許 

書（写）、住民票（抄本可） 

＠採用人数一臨床衛生検査技師1名、看護婦 

2名 

※申込みをされる方は、必要書類を添えて町 

立病院事務室へ提出して下さい。その他詳 

細については町立病院へお間い合せ下さい。 

廿28- 2 0 8 3 

況届は9月10白までに 
児童扶養手当、特別児童扶養手当を受けて 

いる方は、 8 月11日から9 月10日までの間に 

現況届を役場に提出することになっています。 

この届出を忘れると、引き続いて受給でき 

る資格があっても、支払いを受けることがで 

きなくなりますので、必ず期日までに提出し 

て下さい。 

児童手当の内容や届け出の手続きなど詳し 

いことは、役場福祉係にお尋ねください。 

ゴミ・し尿収集の盆休みについて 

お盆の期間中、日程の一部が次のとおり変 

更になります。 

⑨ゴミ収集=8 月13日（木）から8 月15日仕）まで 

がお盆休みです。11日刃から15日（土）の収集 

地区が変更になります。 

★燃えるゴミ 

レ8月11日因の地区“>8 月10日（月）に変更 

レ8 月12日困の地区→8 月11日因に変更 

宮 

幸 

, 

1 

I 

~ 

曹 

, 

レ8月13日困の地区中8 月12日困に変更 

以上の地区はそれぞれ1日早くなりました。§ 

1 
I 

、 

見せてやった．ク 
高齢者ゲートボール大会優勝の選手のみなさん 

⑥
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⑥
⑧
⑩
⑧
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10 
時
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 11 

時
 30 

分
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生
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叱
餌
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◆

三

種

混

合

 

二

十

日

困

 
町

民

会

館

 

3
上
ナ
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丁
1
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上
寸
0

、
丁
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後
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カ
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1
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1
圧
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ッ

ベ
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リ
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反
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二
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五

日
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ヒ
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1
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上
ナ
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、
丁
、
生
後
3

カ
月
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氏
3
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圧
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ノ
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〈
1
4
歳
未
満
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◆
B
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二

十

七

日

困

 

町

民

会

館

 

3
h
士
0

、丁 

1
4

上
ナ
0

、
丁
、
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
）
 

1

ま
3

/11 

1
氏
3

ノ
フ
（
・
判
定
陰
性
者
、
 

◆

献

 
血
 

二

十

八

日

圃

 

10 

時

ー

 13 

時
（
赤
池
商
事
前
）
 

14 

時

ー

 16 

時

（

赤

池

町

役

場

横

旧

第

 

二
公
民
館
前
）
 

は
な
し
飼
い
は
 

や
め
て
下
さ
い
 
．
.
(
 

一
日
の
内
で
一
番
そ
う
快
な
気
分
の
 

朝

、

新

聞

や

牛

乳

の

配

達

を

す

る

方

や

 

ジ

ョ

ギ

ン

グ

や

散

歩

中

の

方

な

ど

か

ら

 

「
放
し
飼
い
に
さ
れ
た
犬
の
た
め
に
不
 

快

な

気

分

を

覚

え

た

事

が

多

い

」

と

の

 

苦

情

が

役

場

に

あ

り

ま

す

。

そ

ん

な

嫌

 

な

気

分

を

さ

せ

て

い

る

の

が

 
「
あ
な
た
 

の
飼
い
犬
」
 
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
 

を
も
お
措
鷲
 

ジm
柳
驚
一
 

し
7

く
糸
J
？

犬

 

に
し
な
い
。
 
用
 

こ

れ

だ

け

は

杯

 

犬

は

責

任

 

守

っ

て

下

さ

 
※
 

皿
厨
無
 

国
 

⑤
 

暑
い
で
す
ね
ー
。
さ
っ
き
か
ら
何
杯
 

の
、
む
ぎ
茶
を
飲
ん
だ
で
し
ょ
う
。
本
 

当
は
む
ぎ
茶
よ
り
も
ち
ょ
っ
と
色
の
薄
 

い
ア
ワ
の
出
て
い
る
飲
み
物
の
方
が
良
 

い
の
で
す
が
、
今
は
仕
事
の
最
中
。
 

私
の
対
暑
法
は
た
っ
た
ー
つ
。
仕
事
 

を
終
え
家
に
帰
る
と
風
呂
ヘ
ザ
ブ
ー
ン
。
 

風
呂
か
ら
上
が
る
と
、
尾
寵
な
話
で
す
 

が
、
パ
ン
ッ
ー
枚
に
肩
に
は
水
で
濡
し
 

た
タ
オ
ル
ー
枚
。
ク
ー
ラ
ー
が
な
い
の
で
 

そ
の
格
好
で
扇
風
機
の
前
へ
。
家
へ
お
 

客
さ
ん
が
来
た
時
に
は
大
慌
て
。
 
で
も
 

こ
れ
は
涼
し
い
で
す
よ
0

も
っ
と
も
男
 

性
だ
け
で
、
女
性
に
す
す
め
る
の
は
、
 

ち
ょ
っ
と
で
す
ね
ー
。
 

7月は町県民税2期分・国民健康保険税3期分の納税月です 


